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研究成果概要 
近年高精度の宇宙線ミューオンフラックスの測定がなされている。ミューオンとニュ

ートリノは共にπ中間子やＫ中間子の崩壊に伴って同時に生成されるので、宇宙線ミュ

ーオンのデータを用いることで、ニュートリノのフラックス計算が正しいか否かが検証

できる。このような考えにもとづき地上で測定されたミューオンのフラックスのデータ

と計算結果を比較し、フラックス計算を改善してきた。しかし地上のミューオンのデー

タを用いたのではニュートリノのエネルギーで１ＧｅＶ以下の領域については不定性が

大きい。そこで大気上空でのミューオンのデータを用い、また新しい相互作用モデルを

用いて１ＧｅＶ以下のエネルギー領域でのフラックスの計算精度を上げる努力をしてい

る。その結果、今までの計算では１ＧｅＶ以下のニュートリノのフラックスを低く見積

もりすぎていたと考えられることが判明しつつある。現在１ＧｅＶ以下のフラックスの

計算をやり直して、更に信頼性の高い結果を得るよう、引き続きいろいろなチェックを

おこなっている。 

また、本計算は人工衛星（Pamela, Fermi 等）軌道上でのいろいろな粒子のフラックス

計算に応用できるため、それらの計算も行い、それぞれの実験におけるバックグラウン

ドの理解などに役立たせることも行った。 
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